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Abstract
In April ２０１８ the provision of school meals at a certified childcare center was converted from meals 

delivered by an external provider to meals prepared by the certified childcare center itself.　In this 
study, we conducted a self-administered questionnaire survey on the changes in children and their 
parents’ home life before and after the conversion in order to examine the influence of the conversion 
on dietary education.　The results for the ６７ parents who responded to both the pre-conversion survey

（３�４ year-old children）and the post-conversion survey（４�５ year-old children）showed a decrease 
in the number of foods that the children disliked, an increase in mentions of school meals provided 
by the facility, and an increase in the parents’ interest in dietary education and in the number of times 
they checked the items listed on the childcare center’s menu.　Notably, the group of parents whose 
interest in dietary education increased after the conversion had a higher response percentage for these 
changes.　This suggest that the changes in the children led to changes in the parents.　It was also 
suggested that soup, which increased the most in terms of the number of times it was provided on 
the menu before and after the conversion, influenced the children’s feeding behavior and the parents’ 
cooking behavior.　These results suggest that school meals prepared by the facility have an influence 
on dietary awareness as well as on children and parents’ behavior, which in turn leads to dietary educa-
tion and plays a role in promoting dietary education that fosters“children who enjoy eating,”which 
is a goal of preschool education and childcare facilities.
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要　旨
本研究では、２０１８年４月に外部搬入から自園調理給食へ転換した認定こども園を対象に転換前後の園

児及び保護者の家庭における変化について自記式質問紙調査を実施し、食育にもたらす影響を考察した。

転換前（３～４歳児）と転換後（４～５歳児）ともに回答を得た保護者６７名の結果から、園児の好き嫌

いの減少や給食の話題の増加、保護者の食育関心度や献立表を見る回数の増加がみられた。特に、転換

後に食育関心度が増加した保護者群では、これらの変化について回答する割合が高く、園児の変化から

保護者への変化に繋がったことが考えられた。また、転換前後で献立提供回数の割合が最も増加した汁

物は、園児の摂取行動や保護者の調理行動に影響を及ぼしたことが考えられた。これらのことから、自

園調理給食は園児及び保護者の食意識や食行動に影響をもたらし、それが結果として食育に繋がり、就

学前の教育・保育施設において目指している「楽しく食べる子ども」を育てる食育推進を促進させる役

割を果たすことが示唆された。

キーワード
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１．緒　　　言

就学前の子どもに対する食育推進は、食育基

本法に基づいて策定されている「第４次食育推

進基本計画」１）において、「成長や発達の段階に

応じて、健康な生活を基本とし、望ましい食習

慣を定着させるとともに食に関する体験を積み

重ねていくことができるよう、保育所、幼稚園

及び認定こども園等において、保護者や地域の

多様な関係者との連携・協働により食に関する

取組を推進すること」としている。さらに保育

所では「保育所保育指針」２）、認定こども園では

「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」３）に

おいて、幼児期にふさわしい食生活が展開され、

適切な援助が行われるよう、食事提供を含む食

育の計画作成及び推進について示している。

保育所における食事提供方法は、児童福祉法

（１９４７年）に基づき定められた「児童福祉施設

の設備及び運営に関する基準」４）において、保育

所に調理室を設けた自園調理給食が原則とされ

ていたが、１９９８年４月に調理業務の外部委託が

認められ５）、２０１０年６月には３歳以上児に対し、

一定の条件下での外部搬入による食事提供が可

能となった６）。また、幼保連携型認定こども園

においても、２０１４年７月に一定の条件下での３

歳以上児に対する外部搬入による食事提供が認

められた７）。

保育所における食事提供方法が「自園調理」

「外部委託」「外部搬入」と多様化したことから、

厚生労働省が全ての都道府県・指定都市・中核

市の合計１０７自治体に対し、「保育所における食

事提供ガイドライン」作成に向けたアンケート

調査（２０１１年１０～１１月）を実施した結果では、

「自園調理」が９０.７％と大部分を占めているが、

「外部委託」が６.９％、「外部搬入」が２.４％存在

していた８）。また、外部搬入を既に導入または

導入予定としている保育所の多くが理由として

「コスト削減」を挙げていたことから、今後、

少子化等の影響からコスト削減を理由に、外部

搬入へ転換する施設は増加する可能性が高まる

と考えられる。実際に外部搬入を導入している

保育所では「調理、個別対応」「食育の推進」

「職員間の連携」の面での課題を挙げており、

そのうち「食育の推進」については「献立に変

化がない」「調理過程が見えない」「食への関心

や楽しみが薄れている」等を課題として挙げて

いた。保育所における食事提供ガイドライン９） 

では、この調査結果を反映し、外部搬入を導入

している保育所に対して、給食が心身両面から

の成長に大きな役割を担っていることを理解し

た上で、食育の観点における課題への対応方法

について充分に検討する必要があることを示し

ている。一方、自園調理給食については、厚生

労働省による前述の調査結果から、外部搬入を

導入している施設が抱えるような課題が生じに

くいということが考えられる。そして、全国保

育士会では、自園調理給食は子どもの心身とも

に豊かな育ちを可能にするとして、自園調理給

食の優位性を独自の調査により導き出し、全国

に向け発信している１０）。しかし、園児や保護者

に与える影響は具体的に明らかにされていない。

そこで、本研究では、外部搬入から自園調理

給食に転換した認定こども園を対象に、自園調

理給食への転換が園児及び保護者の食生活へど

のような影響を及ぼすのかを転換前後において

保護者の主観的観点から調査し、就学前の教育・

保育施設における自園調理給食が食育にもたら

す影響について分析し、考察した。

２．方　　　法

�　調査対象

給食調理室の増築及び管理栄養士の新規採用

により、２０１８年４月から自園調理給食へ転換し

た幼保連携型認定こども園Ｋ園（以下、「Ｋ園」）

を対象とし、２０１７年１１月に転換前調査（以下、

「転換前」）、２０１８年１１月に転換後調査（以下、

「転換後」）を自記式質問紙調査にて実施した。

対象園児は、転換前では３～５歳児（１９４名）、

転換後では転換前の協力者のうち、継続してＫ

園に在園している４～５歳児（７９名）とした。

対象者は、転換前後ともに回答を得た６７名（有
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効回答率１００％）とした。なお、調査票回答者

は、転換前では「母親」６６名（９８.５％）、「父親」

１名（１.５％）、転換後では全員が「母親」であっ

た。

�　調査内容

園児の転換前後の食生活習慣状況についての

調査項目は、朝食摂取状況、間食摂取状況、野

菜摂取状況、「お腹がすいた」と言う頻度、園

での給食の話の有無、排便の頻度とした。また、

転換後では、転換前後の園児および保護者の変

化に関して食育の観点から想定される調査項目

を挙げ、その増減を選択回答する項目と転換後

の変化を自由記述式で回答するものとした。増

減を選択回答する項目は、園児に関しては、好

き嫌い、苦手なものを食べようとする意欲、「お

腹がすいた」と言う回数、帰宅後の間食の量、

家庭で話す給食の話題とし、保護者に関しては、

食育への関心度、献立表を見る回数とした。ま

た、転換後は自園調理給食が定着する期間を考

慮した時期に実施したが、調査において回答を

得る際には、最近１カ月間の状況に限定する旨

を留意点として回答者に提示した。

�　調査の集計・解析

園児の食生活は、保護者、特に母親の食育へ

の関心の有無が影響を及ぼす１１）ことから、転換

後の保護者の食育関心度の変化について「増加」

と回答をした２７名を「増加群」、それ以外の回

答者４０名は全て「変化なし」と回答したことか

ら「変化なし群」とし、この２群で転換後の変

化を比較した。

�　統計処理

統計処理は IBM SPSS Ver.２５（日本アイ・

ビー・エム）を用い、園児の食生活習慣状況の

前後の差の検討には、Wilcoxon の符号付順位

和検定及び NcNemar 検定、食育関心度変化別

の差の検討にはχ２ 検定を使用し、有意水準は

いずれも５％未満を「差がある」、有意水準５％

以上１０％未満を「傾向がある」とした。自由記

述の分析には、同様の意味とみなされる語を統

一した上で、テキスト型（文章型）データを分

析するためのフリーソフト KHCoder３（立命館

大学・樋口耕一）を用いて語の出現回数を求め

た。そのうち、園児及び保護者の変化と思われ

る語について、KHCoder３ の KWIC コンコー

ダンスを使用し、前後の文を確認した。

３．結　　　果

�　給食の状況

転換前は献立表および写真（４日分）、転換

後は管理栄養士が作成した実施献立表（５日分）

を参考にした転換前後の１１月の給食の状況を表

１に示した。転換前は「外部搬入」方式により、

ケータリング業者の調理施設にて調理を行った

ものを弁当形式で運搬及び提供され、牛乳のみ

園で提供されていた。献立は、ケータリング業

者に所属する栄養士によって作成されていたが、

給与栄養目標量の算定の有無については不明で

あった。一方、転換後の「自園調理」方式では、

自園の給食室にて調理されたものが食缶で各ク

ラスに運搬され、保育教諭が配膳作業を行い、

園児別に量の調整が行われていた。献立は、長

崎県が作成した「保育所・認定こども園におけ

る「食事の提供に係る業務」実施要領（改訂３

版）」（以下、「保育所等給食実施要領」）１２）に基

づき、給与栄養目標量を算定の上、Ｋ園の管理

栄養士によって作成されていた。転換前の平均

給与栄養量は、ケータリング業者の算定では 

５７０±３０kcal、転換後は、Ｋ園の管理栄養士の算

定では ４２１±４４kcal であった。また、転換前と

転換後の１１月の献立表を用いて１ヵ月の提供回

数割合を比較すると、主食は「米飯」が転換前

４０％から転換後８３％に増加し、「パン」が６０％

から１７％に減少した。主菜の「魚料理」は７％

から３８％に増加し、「肉料理」は４７％から２５％

に減少した。「汁物」は、転換前には提供され

ておらず、転換後は８３％提供されていた。主菜

の調理法については、転換前は「揚げる」が
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４７％と最も多かったが、２１％に減少し、代わり

に「焼く」「煮る」が増加した。一日平均野菜

提供量は、転換前 ４５±１０ g（４日分平均）から

転換後 ７０±１３ g（５日分平均）に増加した（転

換後の食品構成基準 ９０ g１２））。保護者への情報提

供については、転換前後とも献立表が配布され

ており、転換後は献立表に加え、毎月１回、「給

食だより」が配布されていた。

�　転換前後の園児の変化

朝食摂取状況、間食摂取状況、野菜摂取状況、

「お腹がすいた」と言う頻度、園での給食の話

の有無、排便の頻度の前後の変化を表２に示し

た。全ての項目で有意な差や傾向はみられなかっ

た。

�　転換後の園児及び保護者の変化

転換後の園児及び保護者の変化の増減を表３

に示した。園児の変化では、好き嫌いは「変化

なし」が４４名（６５.７％）で最も多く、「減少」２２

名（３２.８％）、「増加」１名（１.５％）、苦手なも

のを食べようとする意欲は、「変化なし」３２名

（４７.８％）、「増加」３１名（４６.３％）、「減少」３名

（４.５％）であった。「お腹がすいた」と言う回数

は、「変化なし」が４３名（６４.２％）で最も多く、「増

加」１３名（１９.４％）、「減少」１１名（１６.４％）、帰

宅後の間食の量は、「変化なし」が４５名（６７.２％）

で最も多く、「減少」１３名（１９.４％）、「増加」９
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表１　転換前後の給食の状況

※１　「保育所・認定こども園における『食事の提供に係る業務』実施要領（改訂３版）」（長崎県）を参考に算出
※２　転換前後ともにおやつは延長保育を利用する園児のみに提供
※３　業者による算定（１か月分平均）：エネルギー・たんぱく質のみ算出
※４　４日分の平均（園から提供の写真より写真記録法にて算出）
※５　５日分の平均（園から提供の実施献立表より算出）

主菜 

米飯 

肉料理 

煮る 

保護者への給食に関する情報提供 

１日平均野菜提供量（g） 

6　（40） 

9　（60） 

1　（7） 
7　（47） 
7　（47） 

0　（0） 

7　（47） 

6　（40） 

1　（7） 

1　（7） 

45±10

570±30

18.5±1.5

― 

４・５歳児分 

週４回（家庭からの弁当：週１回） 

（米飯：３歳児110g、４・５歳児130g） 

70±13 （食品構成基準：90） 

献立表・給食だより 
園の掲示板・給食試食会（６月～７月） 

20　（83） 

　4　（17） 

　9　（38） 

　6　（25） 

　9　（38） 

20　（83） 

　5　（21） 

12　（50） 

　7　（29） 

　0　（0） 

毎日（家庭からの弁当：月１回） 

管理栄養士（自園） 

クラス配膳（４歳児・５歳児クラスは 
食事の一部を園児が配膳担当） 

16：30：54

17.0±3.0（14－21） 

421±44（421） エネルギー（kcal） 
たんぱく質（g） 
PFC 比（％） 

該当年11月状況 
転換前：15回提供中 
転換後：24回提供中 

保育教諭による配膳調整有り 

１カ月の献立提供回数（％） 

（　）：給与栄養目標量 



名（１３.４％）であった。家で話す給食の話題は、

「増加」が４７名（７０.１％）で最も多く、「変化な

し」１９名（２８.４％）、「減少」１名（１.５％）であっ

た。保護者の変化では、食育への関心度は「変

化なし」が４０名（５９.７％）で最も多く、「増加」

２７名（４０.３％）、「減少」と回答する者はいなかっ

た。また、保護者が献立表を見る回数は、「増

加」３８名（５６.７％）、「変化なし」２８名（４１.８％）、

「減少」１名（１.５％）であった。

園児及び保護者の変化に関する自由記述形式

には、３８名（回答率５６.７％）の記載があり、回

答の中で出現回数が２回以上あった５８語を表４

に示した。出現回数上位１０語は、「食べる」３８

回、「給食」３５回、「言う」１３回、「子ども」１１

回、「汁物」１１回、「献立表」１０回、「思う」１０

回、「幼稚園」１０回、「家」９回、「嫌い」８回

であった。これらの語のうち、園児及び保護者

の変化と思われる語について、KWIC コンコー

ダンスを使用し、前後の文章を確認した（表５）。

「食べる」「言う」「嫌い」から園児の好き嫌い

の減少や野菜等の苦手なものを食べようとする

意欲の増加、家で話す給食の話題の増加がうか

がえる記述がみられた。「献立表」からは、園

児自ら給食について話すことを契機に保護者が
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表２　園児の食生活習慣状況

p 値２）p 値１）

総数（n＝６７）

実施後実施前

％人数％人数

０.５６４９４.０６３９５.５６４必ず食べる朝食摂取状況
６.０４３.０２週に２～３日食べないことがある
０.０００.００週に４～５日食べないことがある
０.０００.００ほとんど食べない
０.００１.５１無回答・無効回答

０.２７３７４.６５０７７.６５２毎日食べる間食摂取状況
１１.９８１６.４１１週に２～４日程度
４.５３１.５１週１日程度
７.５５４.５３食べない
１.５１０.００無回答・無効回答

０.１３６２３.９１６２２.４１５好んで食べる野菜摂取状況
３５.８２４３５.８２４食べるほう
３１.３２１２０.９１４ふつう
９.０６１７.９１２食べないほう
０.００３.０２無回答・無効回答

０.２６８２８.４１９３２.８２２よく言う「お腹がすいた」と言う頻度
５８.２３９５６.７３８ときどき言う
９.０６６.０４あまり言わない
４.５３１.５１ほとんど言わない
０.００３.０２無回答・無効回答

０.３７５９５.５６４９１.０６１ある給食の話
４.５３９.０６なし

０.７８２７４.６５０７６.１５１ほぼ毎日排便がある排便頻度
２３.９１６２２.４１５２～３日に１回程度
１.５１１.５１４～５日に１回程度
０.０００.００週に１回程度
０.０００.００不規則である
０.０００.００便秘の治療を行っている
０.０００.００不詳

１）Wilcoxon 符号付順位和検定　無回答・無効回答は除外
２）McNemar 検定
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表３　転換後の園児及び保護者の変化の増減

総数（n＝６７）

割合（％）人数（人）

園児
１.５１増加　好き嫌い

６５.７４４変化なし
３２.８２２減少

４６.３３１増加　苦手なものを食べようとする意欲
４７.８３２変化なし
４.５３減少
１.５１無回答

１９.４１３増加　「お腹がすいた」と言う回数
６４.２４３変化なし
１６.４１１減少

１３.４９増加　帰宅後の間食の量
６７.２４５変化なし
１９.４１３減少

７０.１４７増加　家庭で話す給食の話題
２８.４１９変化なし
１.５１減少

保護者
４０.３２７増加　食育への関心度
５９.７４０変化なし
０.００減少

５６.７３８増加　献立表を見る回数
４１.８２８変化なし
１.５１減少

表４　園児及び保護者の変化に関する自由記述の抽出語（２回以上）

出現回数抽出語出現回数抽出語出現回数抽出語

２楽しむ５苦手３８食べる
２感じる４楽しい３５給食
２喜ぶ４好き１３言う
２興味４今まで１１子ども
２香り４食事１１汁物
２今日４野菜１０献立表

２参考３パン１０思う
２時間３飲む１０幼稚園
２耳３栄養９家
２手作り３温かい８嫌い
２臭い３教える８自園調理
２心がける３好き嫌い７見る
２親３今７作る
２体調３出る７増える
２台所３食育７献立
２大変３食器６自分
２内容３多い６量
２毎日２ありがとう６話

２リクエスト６話す
２一緒５嬉しい

KHCoder３ による用語出現回数算出



献立表を見る場合と、保護者自らの意思によっ

て献立表を見る場合の違いはあるものの、献立

表を見る回数の増加や保護者による食事づくり

への変化がうかがえた。その一方で、「献立表

を見なくなった」という記述もみられた。「汁

物」は、転換前後での給食の大きな変化の一つ

であり、園児のみならず保護者の食行動の変化

がうかがえる記述がみられた。

�　保護者の食育関心度変化別に捉えた園児

及び保護者の変化との関連

保護者の食育関心度変化別に捉えた転換後の

園児及び保護者の変化を表６に示した。食育関

心度の増加群と変化なし群での園児及び保護 

者の変化では、「好き嫌い」と「保護者が献立

表を見る回数」の変化に有意な差がみられた

（好き嫌い p＝０.０３３、保護者が献立表を見る回

数 p＝０.００１）。また、「家庭での給食の話題」の

変化には差がある傾向がみられた（p＝０.０８０）。

４．考　　　察

本研究では、外部搬入から自園調理給食へ転

換した認定こども園を対象に、転換前後の園児

及び保護者の変化を保護者の主観的観点から調

査し、就学前の教育・保育施設における自園調

理給食が食育にもたらす影響について分析し、

考察した。

調査対象となったＫ園では、外部搬入給食か

ら自園調理給食への転換後、保護者の主観的観

点から、園児には「好き嫌い」や「苦手なもの
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表５　出現回数上位語の前後文抽出（抜粋）

食べる

いつの間にか食べられるようになっていたもの（ひじきの煮物とか）が出てきて驚いた。
野菜を食べるようになった。　子どもが野菜が食べられる事を、よく自慢する様になった。
給食でおいしかった献立の話や、家でも食べたいとリクエストする事が増えた。
促さなければ食べなかったものなどを自分から食べるようになった。
自分の食器によそわれた分は食べようとする姿勢がよくみられるようになった。
食べること自体にも興味が沸いてきたように思う。　子どもが食べている様子を沢山話してくれる様になった。
以前より食べる量が増え、野菜など好んで食べるようになった。　温かい給食が食べられるようになった事で嬉しく思う。
苦手な物も食べようと思うようになり、今では苦手な物がないとのこと。

言う

給食の話をよくしてくれるようになり、“おいしい、楽しい”と言って食べること自体にも興味が沸いてきたようである。
家でも料理がしたいと言ってよく台所に立ちたがるようになった。　給食でおいしかった献立を、家でも作って欲しいとよく言われる。
自分からこれを食べたいと給食で食べておいしかったものを言うようになった。
おやつも手作りでおいしいと言っているので、家でも作ってあげたいと思う。
献立を事細かに教えてくれるようになり、おいしかったから家でも作ってほしいと言われた。

献立表

子どもが好きだといった献立は献立表を見て参考にしようと思うようになった。
献立表を見て、子どもが好きなもの、嫌いなものを教えてくれるようになった。
毎朝、献立表を見て、給食がパンの時は、朝は必ずご飯にしている。　私も幼稚園の献立表を参考に作ることが増えた。
今日の給食の汁物がおいしくておかわりした等と聞くと、献立表で何だったのか確認し、似たようなものを作ろうとするようになった。
食べることが大好きで献立表を毎日見ている。
毎日、献立表を見るのは難しく、幼稚園に迎えに行った際に、ホワイトボードの献立表を見るのが楽しみになった。
自園調理給食ということで、特に献立には力を入れているような気がしているので、献立表は見なくなった。

汁物

給食が苦手だったが、汁物が増え、メニューもおいしいものが増えたので苦手意識が少し減ったようである。
今まで汁物をほとんど飲まなかった子どもが、自園給食で汁物が好きになり、家でも飲むようになった。
今日の給食の汁物がおいしくておかわりした等と聞くと、献立表で何だったのか確認し、似たようなものを作ろうとするようになった。
自園調理給食では必ず温かい汁物類が出ているので、汁物を食べることに抵抗が無くなりよかった。
給食での「汁物がおいしい」と言うことが多いので、夕食時にも汁物をできるだけ出すよう心がけるようになった。
今年の夏の暑さで体調を崩さなかったのは、汁物の提供も関係しているのではと思った。食育の大切さを改めて感じた。

嫌い

嫌いなものを食べた時に、嬉しそうに報告してくれる。
開始当初は量が多く給食が嫌いだと吐き気を訴えていたが、量を調整してもらい、給食の時間を楽しく過ごせている。
嫌いだった物を、「幼稚園では食べたから、家でも食べてみる」と挑戦するようになった。
就学児健診で「きのこは嫌いだけど、Ｋ園の給食では食べている」とはっきり答えていた。
家では食べずに嫌いだったものが、幼稚園で食べておいしかったと食べるようになった。

KWIC コンコーダンスによる抽出



を食べようとする意欲」「家庭で話す給食の話

題」等に、保護者には「食育の関心度」や「献

立表を見る回数」にそれぞれ変化がみられたこ

とから、自園調理給食への転換は、少なからず

保護者に子どもの状況の変化を感じとらせたり、

食事への関心に変化を生じさせたりする要因と

なったことが示唆された。また、それと同時に、

食育への関心についても変化を生じさせていた

ことが示唆された。

特に、食育への関心が高まった保護者は、変

化がなかった保護者と比較して、自園調理給食

への転換によって、園児の「好き嫌い」が減少

と回答する割合、保護者が「献立表を見る回数」

を増加と回答する割合や、さらに「家庭で話す

給食の話題」を増加と回答する割合が多かった。

また、自由記述において、園児自ら給食につい

て話したことを契機に、保護者の献立表を見る

頻度や調理行動の変化、食育に関心を寄せる様

子がうかがえる記述がみられ、食育に関する関

心度の向上が示唆された。先行研究では、園児

に直接食育を行うことによって、園児の生活面

や食事面で変化がみられ、それに伴い保護者の

生活面や食事面にも変化がみられた１３）ことや、

保護者の食意識や食行動、生活習慣、家庭にお

ける食育の実践が幼児の食生活に影響を及ぼ 

す１１，１４）との報告がなされている。本研究におい

ては、自園調理給食への転換が園児への食行動

や食習慣に望ましい方向に変化するだけでなく、

園児の変化によって保護者の意識変化や行動変

容に繋がったことが示唆され、さらに、それが

今後の園児の食生活によりよい影響を及ぼす可

能性が考えられる。また、堀田らは家庭に配布

される食育通信による情報提供は、園児及び母

親の食行動の変容のための動機付けに効果があ

ることを明らかにしている１５�１７）。Ｋ園において

も自園調理給食開始に伴い、献立表に加えて給
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表６　保護者の食育関心度変化別に捉えた園児及び保護者の変化との関連

p 値１）

変化なし群
（n＝４０）

増加群
（n＝２７）

（％）人数（％）人数

園児
０.０３３（０.０）０（３.７）１増加　好き嫌い

（７７.５）３１（４８.１）１３変化なし
（２２.５）９（４８.１）１３減少

０.２５０（４０.０）１６（５５.６）１５増加　苦手なものを食べようとする意欲
（５５.０）２２（３７.０）１０変化なし
（２.５）１（７.４）２減少

０.５７２（２０.０）８（１８.５）５増加　「お腹がすいた」と言う回数
（６７.５）２７（５９.３）１６変化なし
（１２.５）５（２２.２）６減少

０.１８２（１２.５）５（１４.８）４増加　間食の量
（７５.０）３０（５５.６）１５変化なし
（１２.５）５（２９.６）８減少

０.０８０（６０.０）２４（８５.２）２３増加　家庭での給食の話題
（３７.５）１５（１４.８）４変化なし
（２.５）１（０.０）０減少

保護者
０.００１（３７.５）１５（４８.１）２３増加　献立表を見る回数

（６０.０）２４（５１.９）４変化なし
（２.５）１（０.０）０減少

１）χ２ 検定
欠損値は除外



食だよりを配布し、食に関する情報提供を行う

ことによって、潜在的に保護者の食意識を高め、

それが行動変容に繋がり、結果として食育を実

現できたと考えることができる。

さらに、汁物は、転換前後の給食において献

立提供回数割合の変化が最も大きかった。自由

記述では「汁物を好むようになった」「家でも

汁物を提供するようになった」等がみられたこ

とから、給食での汁物の提供回数の増加に伴い、

家庭での汁物の摂取量や提供頻度の増加が起こっ

たと考えられ、自園調理給食による献立の変化

が園児の摂取行動や保護者の調理行動に変化を

もたらしたと考えられる。寺岡らによると、保

育所給食における汁物は、調理法別の出現率が

最も高く、そのうち野菜の使用率は９８.９％、汁

物１品につき野菜重量 １８.５±１２.６ g とされてい

る１８）。Ｋ園では、野菜供給を目的として、意識

的に汁物へ野菜を使用していることもあり、転

換前後の平均野菜提供量が給食全体で ２５ g 増加

している。このことは、保護者による主観的評

価でみられた園児の「好き嫌いの減少」や「野

菜を好んで食べるようになった」等の摂取行動

の変化の一因となったと考えられる。また、森

脇らは、家庭の食事で不足する量を加味した野

菜 １００ g 以上を保育園給食にて１年間提供した

結果、保護者から「子どもの便秘が解消した」

や「野菜をたくさん食べるようになった」等の

回答が得られたとの報告１９）をしており、本調査

の自由記述において「おならの臭いがしなくなっ

た」とあったことから、Ｋ園でも同様の変化が

起こっている可能性が考えられる。本調査を実

施した１１月の給食における平均野菜提供量は 

７０ g であり、目標量 ９０ g に達していないこと

から、今後、継続的に目標量を達成できれば、

園児の主観的健康状態にはさらなる変化が期待

できる。

幼保連携型認定こども園においては、保育所

と同様に食育の目標は「食を営む力の育成」と

されており、Ｋ園が給食の提供や食育の実施の

際に活用している保育所等給食実施要領では、

その「食を営む力」の育成に向けて、「楽しく

食べる子どもに～保育所における食育に関する

指針～」２０）を引用し、「楽しく食べる子ども」に

成長していくことを期待しつつ、５つの子ども

像を目指して食育に取り組むとしている。その

５つは「お腹がすくリズムのもてる子ども」「食

べたいもの、好きなものが増える子ども」「一

緒に食べたい人がいる」「食事づくり、準備に

かかわる子ども」「食べ物を話題にする子ども」

である。今回、Ｋ園が自園調理給食に転換した

際の園児の変化から「食べたいもの、好きなも

のが増える子ども」や「食べ物を話題にする子

ども」の増加に繋がったと考えられる。また、

「一緒に食べたい人がいる」と「食事づくり、

準備に関わる子ども」については、自由記述に

おいて「給食の友達ができて楽しい」「給食の

準備や配膳が楽しみ」とあったことから、他の

園児にも同様の変化が生じていることが考えら

れる。これらの好ましい変化は、自園調理給食

を実施する中で、継続的な食育や管理栄養士に

よる積極的な食育によって、より一層増えてい

くと考えられる。最後に、「お腹がすくリズム

のもてる子ども」に関しては、給食や家庭での

夕食時間に空腹感を持つような習慣づくりが大

切であるが、「お腹がすいた」と言う回数や間

食の量には変化がみられなかった。これは、自

園調理給食によって、個別対応として量の調整

やおかわりが可能となり、園児が欲する量の食

事が摂取できている可能性が考えられる。しか

し、その食事量の評価や、摂取量の個人間変動

については明確になっていない。さらに摂取量

に関しては、保育所等給食実施要領に食事計画

の際に必要なこととして示されているように、

園児の身長や体重の発育状況等から栄養状態の

評価を行い、食事の提供に反映していくことが

必要であると考える。また、保護者への間食摂

取等に関する情報提供も併せて必要と考えられ

る。

本研究の限界点として、本研究は転換前後に

またがって園に在籍している園児の保護者に実

133

就学前教育・保育施設の自園調理給食が食育へもたらす影響



施したものであり、調査期間が長期に渡ってい

るため、転換前と転換後の状況との比較は対象

者の記憶に依存する結果である。また、自園調

理給食の効果を転換前後の比較で行ったが、み

られる変化は給食の他に園児の成長による変化

も起こっていることが考えられる。そのため、

そのことを踏まえ、Ｋ園の転換前後の同年齢で

自園調理の有無による違いを調べたが、時間的

な面での交絡因子が存在することは否定できな

い。さらに、Ｋ園では、自園調理給食への転換

を契機に管理栄養士の採用や給食だよりの発行

が行われており、食事提供方法による変化をみ

るためには食事提供方法以外を同条件とした園

との比較検討が必要と考える。

５．ま　と　め

外部搬入から自園調理給食へ転換した認定こ

ども園において、転換前後の園児及び保護者の

食に関する意識や行動の変化を保護者の主観的

観点から調査し、就学前の教育・保育施設の自

園調理給食が食育にもたらす影響について分析

し、下記の結果を得た。

１）保護者の主観的評価から、園児の「好き

嫌いの減少」「苦手なものを食べようとする意

欲の増加」「家庭で話す給食の話題の増加」、保

護者では「食育の関心度増加」「献立表を見る

回数増加」の望ましい変化がみられた。特に、

転換後、食育関心度が増加した保護者群では、

園児の「好き嫌いの減少」「給食の話題の増加」、

保護者の「献立表を見る回数の増加」と回答す

る割合が多く、園児の変化から保護者への意識

変化や行動変容に繋がったことが示唆された。

２）転換前後で献立提供回数の割合が最も増

加した汁物は、家庭での園児の摂取行動や保護

者の調理行動に影響をもたらしたことが自記式

質問紙調査における自由記述の内容から示唆さ

れた。

これらのことから、自園調理給食は園児及び

保護者の食意識や食行動に影響をもたらし、そ

れが結果として食育に繋がり、就学前の教育・

保育施設において目指している「楽しく食べる

子ども」を育てる食育推進を促進させる役割を

果たすことが示唆された。
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